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第
13
回

理
事
会
・
総
会

第27回 講 演 会

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
第
13
回

理
事
会
お
よ
び
総
会
が
、
２
０
１
７
年

７
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
か

ら
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
研
修

室
で
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
、
島
田
篤
副
会
長
の
開
会

の
も
と
、
金
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議

長
に
出
浦
惠
子
理
事
が
、
副
議
長
に
は

平
野
孝
則
理
事
が
選
出
さ
れ
、
２
０
１

６
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
、
平
成

２
０
１
７
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

な
ど
の
計
５
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

多
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埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
１
９
９
０
年
代
か
ら
急
速
に
広
ま

り
、
１
９
９
５
年
に
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
が
初
め
て
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
摂
食
・
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
職
種

や
人
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
現

在
の
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会
は
１
万
人
を
超
え
る
会
員
数
と
な

り
、
数
多
く
の
職
種
が
参
加
す
る
多
職

種
連
携
の
最
前
線
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
職
種
連
携
に
つ
い
て
の

必
要
性
は
も
と
よ
り
、
そ
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
多
く
の
知
見
が
全
国
各
地
で

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
地
域
で

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
て
い

る
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。
多
職
種
連

携
で
重
要
な
点
は
多
く
あ
る
が
、
そ
の

一
部
と
し
て
「
関
係
性
」「
自
職
種
へ

の
視
点
」
「
他
メ
ン
バ
ー
へ
の
理
解
」

を
今
回
は
重
点
と
し
て
挙
げ
た
い
（
図

１
）。連

携
に
は
お
互
い
の
意
思
疎
通
が
不

可
欠
で
あ
り
、
一
方
通
行
の
情
報
で
は

継
続
的
な
関
係
づ
く
り
、
つ
ま
り
情
報

交
換
や
相
互
理
解
は
困
難
と
な
る
。
ま

た
、
職
種
が
異
な
れ
ば
知
識
や
意
識
、

注
視
す
べ
き
点
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ら
の
「
違
い
」
を
理
解
し
、
自
身

の
考
え
を
発
信
す
る
と
と
も
に
他
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
連
携
の
一
歩

と
考
え
ら
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

自
分
の
意
見
や
技
量
を
他
人
に
伝
え
る

こ
と
は
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
わ
れ
る
が
、
出
さ
れ
な
い
意
見
を

他
者
が
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま

た
、
自
分
の
意
見
を
出
す
こ
と
で
実
施

困
難
な
課
題
や
依
頼
を
受
け
る
の
で
は

と
躊
躇
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
連
携
を
長
く
続
け
る
た

め
に
は
単
に
意
見
を
無
理
し
て
聞
き
入

れ
る
だ
け
で
な
く
、「
代
案
」
を
出
す

こ
と
で
間
接
的
に
自
分
の
意
見
や
可
能

な
業
務
を
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
ご
と
に
知
識
や

金井会長

基
調
講
演

講
演
会
に
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
を
は
じ
め
薬
剤
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
や
介
護
支
援
専
門
員
等

約
１
３
０
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
小
宮
山
和
正
理
事
に
よ
る
司
会
の
も
と
、『
埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
～
埼
玉
県
の
10
年
後
を
考
え
る
～
』
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

図１
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技
量
に
差
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

た
め
、「
な
ぜ
？
」
を
投
げ
か
け
る
こ

と
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
聞

か
な
い
こ
と
こ
そ
損
失
と
も
考
え
ら
れ

る
（
図
２
）。

連
携
づ
く
り
と
は
個
人
で
簡
単
に
な

せ
る
仕
事
で
は
な
く
、
ま
た
継
続
す
る

過
去
10
年
で
摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
取

り
組
み
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
医
科
領
域
で
は
、
嚥
下
内
視
鏡

検
査
や
嚥
下
造
影
検
査
、
外
科
的
治
療

が
診
療
報
酬
（
医
科
）
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
。
ま
た
、
関
連
学
会
な
ど
か
ら
は
、

あ
る
。
主
治
医
に
は
、
他
職
種
協
働
の

シ
ス
テ
ム
に
移
行
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
と
し
て
、
各
職
種
の
力
を
活
用
す

る
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
（
図
４
）。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
と
し

て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
、

能
登
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
究
会
（
石
川
県
）、
京

滋
摂
食
嚥
下
を
考
え
る
会
（
京
滋
）
の

活
動
を
参
考
に
、
埼
玉
県
に
お
け
る
今

後
10
年
の
方
向
性
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

演
者
の
所
属
す
る
法
人
で
運
用
し
て
い

る
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
短

期
入
院
（
教
育
入
院
）
に
関
し
て
紹
介

し
た
。
な
お
、
本
講
演
は
埼
玉
県
医
師

会
の
依
頼
を
受
け
て
実
施
し
た
。

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
県
民
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
す
べ
て
の
県
民

が
生
涯
に
わ
た
り
食
べ
る
、
話
す
、
笑

う
と
い
う
歯
・
口
腔
の
機
能
を
維
持

し
、
享
受
で
き
る
『
８
０
２
０
達
成
型

県
民
社
会
の
実
現
』
を
目
指
し
活
動
を

し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
10
月
18
日

『
埼
玉
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関

す
る
条
例
』
が
施
行
さ
れ
、
現
在
県
内

の
40
市
22
町
１
村
の
う
ち
25
市
７
町
で

歯
科
口
腔
保
健
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
歯
・
口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康

と
大
き
く
か
か
わ
り
、
後
期
高
齢
者
に

対
し
て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
長
寿
歯
科
健
診

の
実
施
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
を
進
め
て

い
る
（
図
５)

。

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
に
、
埼
玉
県
・
埼
玉
県
歯
科

医
師
会
で
は
『
地
域
在
宅
歯
科
医
療
推

進
体
制
整
備
事
業
』
を
平
成
26
年
度
か

ら
開
始
し
、
地
域
に
お
け
る
在
宅
訪
問

歯
科
医
療
の
推
進
や
病
院
に
お
け
る
口

腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
る

（
図
６)

。

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
等
で
の
口
腔

健
康
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
ビ
デ
オ

や
数
々
の
情
報
ツ
ー
ル
を
作
成
し
埼
玉

県
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情

報
提
供
し
て
い
る
。

薬
剤
師
は
薬
を
通
し
て
患
者
を
見
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
残
薬
問
題
な
ど
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
摂
食
嚥
下
障
害
が

理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
摂

食
嚥
下
障
害
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
適
切
な
薬
剤
形
態
・
投
与
法
の

提
言
」「
服
薬
支
援
」「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
へ
の
参

画
」
が
薬
剤
師
視
点
で
チ
ー
ム
ア
プ
ロ

チ
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
全
て
の
期
で
薬
の
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
（
図
７
）。

図２

図２

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小

規
模
な
成
功
例
や
反
省
点
を
含
む
失
敗

例
を
今
後
出
し
合
い
な
が
ら
、
来
る
べ

き
10
年
後
の
課
題
に
向
け
て
研
究
会
や

地
域
を
通
じ
て
対
応
を
考
え
て
い
く
こ

と
を
意
識
と
し
て
持
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
（
図
３
）。

埼
玉
県
の
10
年
後
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

検
査
法
、
嚥
下
調
整
食
、
ア
プ
ロ
ー
チ

法
や
訓
練
法
な
ど
が
提
唱
さ
れ
、
多
く

の
職
種
が
こ
の
領
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
た
。
一
方
、
各
職
種
の
熱
意
と
進

歩
に
対
し
て
職
種
間
の
連
携
は
必
ず
し

も
進
ん
で
い
る
と
言
え
な
い
。
今
後
10

年
の
課
題
は
、“
地
域
に
お
い
て
多
職

種
協
働
の
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
構
築
し

運
用
す
る
か
”
に
あ
る
。
摂
食
嚥
下
の

問
題
に
真
っ
先
に
直
面
す
る
の
は
、
家

族
で
あ
り
主
治
医
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
で

シンポジスト

シンポジスト

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
　

地
域
保
健
部
副
部
長

藤
野

悦
男
先
生

埼
玉
県
薬
剤
師
会

山
崎

あ
す
か
先
生

シンポジスト

埼
玉
県
医
師
会

大
前

由
紀
雄
先
生 図２

図３

図５図６

図４



師
不
足
に
よ
り
図
れ
て
い
な
い
現
状
で

あ
る
。
ま
た
、
病
院
に
よ
っ
て
も
、
嚥

下
認
定
Ns
の
活
動
が
ま
ち
ま
ち
で
持
っ

て
い
る
専
門
性
を
活
か
し
切
れ
て
い
な

い
こ
と
も
現
状
で
あ
る
。

嚥
下
認
定
Ns
は
、
チ
ー
ム
医
療
を
推

進
す
る
た
め
の
役
割
を
取
る
こ
と
を
望

ま
れ
て
お
り
、
特
に
摂
食
嚥
下
障
害
に

お
け
る
多
職
種
で
の
か
か
わ
り
は
患
者

の
回
復
に
繋
が
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
当
院
は
現
在
、
新
病
院
を
建
設

中
で
、
３
２
６
床
か
ら
４
４
６
床
増
床

し
、
来
年
１
月
１
日
に
移
転
予
定
で
あ

る
。
そ
れ
を
機
に
、
嚥
下
認
定
Ns
と
し

て
摂
食
嚥
下
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
摂

食
嚥
下
障
害
患
者
の
改
善
、
誤
嚥
性
肺

炎
患
者
の
減
少
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
今
の
自
分
の
責
務
で
あ
る
。

万
人
必
要
と
い
わ
れ
、
現
在
の
３
倍
必

要
（
図
11
）。

訪
問
看
護
師
育
成
研
修
は
、
訪
問
看

護
師
の
知
識･

技
術
向
上
、
職
場
の
定

着
を
目
指
す
。
体
験
実
習
は
、
将
来
の

看
護
師
、
家
に
い
る
潜
在
看
護
師
の
発

掘
、
病
院
の
看
護
師
が
訪
問
看
護
の
実

際
を
知
っ
て
在
宅
医
療
連
携
に
役
立

つ
。

③
訪
問
看
護
師
の
働
く
環
境
の
改
善

④
健
全
な
経
営
へ
の
支
援

医
療
事
務
研
修
は
、
介
護
保
険
・
医

療
保
険
の
請
求
を
勉
強
す
る
こ
と
で
適

正
な
経
営
を
支
援
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
県
民
や
医
療
機
関
か
ら
の
相

談
で
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
医
療
へ
の
移

行
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
は
、
運
営

を
支
援
す
る
。

県
内
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
健
全
な
経

営
が
で
き
、
生
き
生
き
と
働
く
看
護
師

が
増
え
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
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（
２
）
薬
の
効
果
そ
の
も
の
が
引
き
起

こ
す
口
腔
の
副
作
用
が
あ
る
（
図
８
）。

（
１
）（
２
）
の
よ
う
に
口
腔
に
影
響

を
与
え
る
薬
は
多
く
存
在
す
る
。
作

用
・
副
作
用
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

処
方
医
・
他
職
種
へ
の
報
告
を
す
る
以

外
に
、
剤
型
変
更
や
服
薬
補
助
剤
の
提

供
な
ど
誤
嚥
し
や
す
い
薬
に
対
す
る
解

決
法
を
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
の

提
案
が
可
能
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
薬
剤
師
だ
け
で
は
問

題
解
決
は
で
き
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
視

点
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
摂
食
嚥
下
を
理
解
す
る
こ
と
は
他

職
種
連
携
へ
の
参
画
の
一
つ
で
あ
る
。

埼
玉
県
内
に
は
現
在
約
５
万
５
千
人

を
超
え
る
看
護
師
が
い
る
が
埼
玉
県

看
護
協
会
の
会
員
数
は
２
１，

６
３

９
名
で
、
半
分
以
下
し
か
登
録
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も

人
口
10
万
人
当
た
り
の
看
護
師
数
は

７
６
６
人
と
、
全
国
最
下
位
で
あ
り
、

慢
性
的
な
看
護
師
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
看
護
師
の
中
で
も
専

門
的
に
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
摂

食
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
（
以

下
嚥
下
認
定
Ns
）
は
県
内
に
18
名

し
か
お
ら
ず
、
他
の
都
道
府
県
の
人

口
か
ら
比
較
し
て
も
と
て
も
少
な
い

（
図
９)

。

こ
れ
は
摂
食
嚥
下
に
関
す
る
看
護

師
の
知
識
、
技
術
の
向
上
が
認
定
講

「
埼
玉
県
の
10
年
後
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
」

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
は
、

色
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

①
人
材
確
保
　

②
看
護
の
質
の
向
上
と
そ
の
支
援

医
療
体
系
は
、
病
院
完
結
型
か
ら
地

域
完
結
型
へ
移
行
。
死
亡
者
総
数
の
ピ

ー
ク
は
２
０
４
０
年
、
高
齢
化
の
ピ
ー

ク
は
医
療
需
要
総
数
の
ピ
ー
ク
（
図

10)

。ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
、
人
口
10
万
人

対
全
国
6.8
施
設
、
埼
玉
4.2
施
設
と
少
な

い
。
訪
問
看
護
師
は
２
０
２
５
年
に
15

シンポジスト

埼
玉
県
看
護
協
会
　

朝
霞
台
中
央
総
合
病
院

兼
本

佐
和
子
先
生

図11

図10

図８

シンポジスト

埼
玉
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
協
会

会
長

三
塩

操
先
生

図９

図７



応
。
地
域
の
歯
科
医
と
連
携
し
、
歯
科

医
療
へ
つ
な
げ
る
。
口
腔
衛
生
管
理
や

機
能
向
上
な
ど
、
食
べ
ら
れ
る
口
づ
く

り
を
支
援
す
る
。
他
職
種
や
施
設
、
病

院
と
連
携
す
る
た
め
の
、
歯
科
の
窓
口

パ
イ
プ
と
な
る
。
歯
科
治
療
や
、
摂
食

嚥
下
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
場
と
す

る
。
地
域
ケ
ア
会
議
に
歯
科
的
問
題
の

助
言
者
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
作
り
が
必
要
と
考
え
る
（
図
12
）。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
の
活
動
と
共
に
、

地
域
歯
科
保
健
の
取
り
組
み
が
重
要

で
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
期
の
む
し
歯
・

歯
周
病
予
防
、
食
べ
る
口
の
支
援
を
行

う
。
そ
こ
か
ら
繋
が
る
高
齢
者
の
健
康

な
口
づ
く
り
を
目
指
す
。
高
齢
者
自
身

が
予
防
の
力
を
つ
け
る
支
援
を
す
る
。

寿
命
が
延
び
、
残
存
歯
も
増
加
す
る
な

ど
、
ケ
ア
や
管
理
も
変
化
し
て
い
く
。

歯
科
衛
生
士
会
は
、
予
防
の
段
階
か
ら

終
末
ま
で
、
充
実
し
た
シ
ス
テ
ム
作
り

と
歯
科
保
健
の
向
上
に
努
め
た
い
（
図

13)

。埼
玉
県
栄
養
士
会
で
は
、
県
内
に
お

い
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
連
動

し
た
地
域
栄
養
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
目
的
で
平
成
26
年
度
か
ら
３
年

間
、
厚
生
労
働
省
の
栄
養
ケ
ア
活
動
整
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10
年
後
を
考
え
た
地
域
を
支
え
る
歯

科
の
取
り
組
み
は
、
歯
科
拠
点
窓
口
の

よ
う
に
、
歯
科
の
基
地
と
な
る
場
を
作

り
、
歯
科
衛
生
士
を
配
置
し
、
地
域
・

生
活
の
場
に
入
り
込
み
、
ニ
ー
ズ
に
対

備
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
事
業
を
展
開

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
①
地
域
で
栄
養

ケ
ア
を
担
う
管
理
栄
養
士
を
発
掘
・
再

教
育
、
社
会
復
帰
支
援
を
行
う
。
②
地

域
に
多
職
種
協
働
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
地

域
連
携
拠
点
「
栄
養
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
」

を
設
置
す
る
。
③
栄
養
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト

か
ら
管
理
栄
養
士
を
地
域
の
医
療
機
関

や
在
宅
訪
問
等
に
紹
介
し
栄
養
指
導
を

行
う
。
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し

て
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
行
う
（
図

14
）。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
高
齢
者

の
低
栄
養
す
な
わ
ち
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
予
防
改
善
に
は
食
べ
る
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
摂
食
嚥
下
機
能
低

下
な
ど
を
含
め
て
栄
養
ケ
ア
に
対
す
る

多
職
種
に
よ
る
理
解
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
明
確
と
な
っ
た
。

今
後
、
県
内
に
栄
養
士
会
の
地
域
活

動
拠
点
で
あ
る
栄
養
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
を

設
置
し
、
地
域
の
施
設
や
多
職
種
と
の

連
携
を
進
め
地
域
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
を
構
築
し
て
行
き
た
い
（
図
15
）。

我
々
理
学
療
法
士
は
、
摂
食
・
嚥
下

機
能
に
関
し
、
座
位
姿
勢
の
改
善
や
頭

部
の
重
さ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
な
ど

筋
力
や
可
動
性
の
改
善
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
体
力
・
耐
久
性
の
向
上
や

呼
吸
理
学
療
法
を
行
う
な
ど
、
間
接
的

な
関
わ
り
を
す
る
こ
と
で
、
直
接
的
な

支
援
を
行
う
専
門
職
と
連
携
し
摂
食
・

嚥
下
機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

近
年
、
埼
玉
県
理
学
療
法
士
会
は
、

運
動
器
の
機
能
低
下
（
図
16
）
を
早
期

シンポジスト

埼
玉
県
栄
養
士
会
会
長

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
医
療
福
祉

会
光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー
所
属

丸
木
記
念
福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
栄
養
課
課
長

平
野

孝
則
先
生

シンポジスト

埼
玉
県
理
学
療
法
士
会

会
長

南
本

浩
之
先
生

おもりを使う体操
（ご近所型介護予防）の効果

に
予
防
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
県

や
市
町
村
と
協
働
し
、
住
民
主
体
型
の

介
護
予
防
教
室
の
立
ち
上
げ
支
援
に
取

り
組
み
、
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
図

17
）。

同
様
に
、
口
腔
機
能
の
低
下
に
該
当

し
た
人
は
、

65
歳
以
上
の
約
10
％
に

な
る
。
早
期
に
運
動
機
能
の
低
下
者
と

と
も
に
、
低
栄
養
や
摂
食
嚥
下
機
能
の図17 図16

図15 図14

図13 図12

シンポジスト

埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会

恩
田
　
恵
先
生
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低
下
者
を
チ
ー
ム
協
働
で
早
期
発
見

し
、
早
期
予
防
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
急
速
に
増

加
す
る
埼
玉
県
に
と
っ
て
は
、
重
要
な

取
り
組
み
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
多
職

種
で
の
相
互
の
役
割
理
解
に
よ
る
協
働

が
、
今
後
よ
り
進
む
こ
と
が
重
要
と
思

わ
れ
る
。

埼
玉
県
作
業
療
法
士
会
は
、
会
員
数

１
２
２
９
名
と
職
能
団
体
と
し
て
は
小

規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
一
翼
を
担
う
専
門
職
と
し

て
日
々
研
鑽
に
励
ん
で
い
る
。
こ
こ
数

年
は
、
①
「
人
財
育
成
」「
地
域
へ
の

還
元
」
、
②
認
知
症
地
域
支
援
推
進
、

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
、
④

発
達
障
害
児
・
者
の
支
援
推
進
、
⑤
中

高
生
へ
の
作
業
療
法
啓
発
活
動
、
⑥
リ

ハ
三
団
体
連
携
強
化
を
、
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
認
知
症

の
方
と
ご
家
族
を
支
援
す
る
専
門
職
と

し
て
の
取
り
組
み
を
重
視
し
、
認
知
症

専
門
研
修
を
作
業
療
法
士
と
多
職
種
向

け
に
開
催
し
３
年
間
で
延
べ
９
３
０
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
あ
わ

せ
て
認
知
症
の
方
と
ご
家
族
が
気
軽
に

集
え
る
認
知
症
カ
フ
ェ
（
通
称
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
）
を
行
政
や
医
療
法
人
、
社

会
福
祉
法
人
等
と
共
同
し
て
立
ち
上
げ

て
い
る
（
図
18
）。

今
後
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地

域
生
活
を
支
え
る
医
療
職
と
し
て
、
地

域
の
皆
様
が
共
に
支
え
あ
う
出
会
い
の

場
を
作
り
だ
し
て
い
け
る
よ
う
な
活
動

を
す
す
め
て
い
く
。

言
語
聴
覚
士
は
摂
食
嚥
下
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
専
門
職
で
あ

る
。
医
師
や
歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と

摂
食
嚥
下
器
官
の
機
能
、
経
口
摂
取
の

可
能
性
や
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
。
栄
養

状
態
の
評
価
や
適
し
た
食
形
態
の
検
討

は
栄
養
士
と
、
食
事
姿
勢
や
食
具
・
介

助
方
法
は
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・
看
護
師
・
介

護
士
と
、
食
前
食
後
の
口
腔
ケ
ア
は
歯

科
衛
生
士
と
共
に
協
力
し
な
が
ら
行

う
。
そ
し
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
共
に
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
、
食
べ
る
機
能

を
維
持
増
進
し
て
い
く
。
言
語
聴
覚
士

な
ら
で
は
の
役
割
は
、
嚥
下
に
係
わ
る

器
官
の
感
覚
運
動
機
能
を
細
か
く
評
価

し
、
嚥
下
機
能
の
向
上
・
維
持
の
練
習

や
自
主
ト
レ
、
機
能
に
適
し
た
摂
取
方

法
や
食
形
態
を
ご
本
人
ご
家
族
に
提

案
・
実
践
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
誤
嚥

性
肺
炎
の
予
防
や
口
腔
機
能
向
上
の
体

操
の
普
及
活
動
、
ケ
ア
会
議
や
訪
問
看

護
の
場
で
の
協
働
な
ど
を
進
め
て
い

く
。
埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
会
で
は
研
修

を
充
実
さ
せ
、
多
職
種
と
連
携
し
役
立

つ
言
語
聴
覚
士
の
育
成
に
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
（
図
19
）。

多
系
統
萎
縮
症
の
64
歳
女
性
は
、
夫

が
介
護
し
て
お
り
、
本
人
は
「
自
宅
で

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
家

で
過
ご
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
、
家
族

も
通
所
系
の
サ
ー
ビ
ス
は
希
望
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
は
、

摂
食
・
嚥
下
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
位
置
づ
け
た
（
図
20
）。

そ
の
結
果
、
食
事
中
の
ム
セ
が
減
少
、

嚥
下
し
に
く
い
形
状
の
食
品
の
摂
取
が

実
現
し
、
発
語
が
増
え
た
。
し
か
し
、

夫
の
急
病
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
移
行

し
た
結
果
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し
、

入
院
と
な
っ
た
。
現
在
は
胃
瘻
か
ら
す

べ
て
の
栄
養
を
摂
取
し
て
い
る
。
こ
の

事
例
に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
今
後
の

居
宅
介
護
支
援
に
お
け
る
課
題
を
図
21

に
示
す
。

結
論
と
し
て
、
摂
食
・
嚥
下
に
関
す

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
効
性
が
実

証
さ
れ
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
時
に
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
課
題
分
析

の
標
準
項
目
で
あ
る
『
口
腔
衛
生
』

『
食
事
摂
取
』『
口
腔
機
能
』
の
優
先
順

位
を
高
く
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
以
上
よ
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
と
し
て
摂
食
・

嚥
下
は
利
用
者
の
生
活
、
ひ
い
て
は
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
左
右
す
る
カ
ギ
で
あ
り
、
急
激

な
高
齢
化
が
推
測
さ
れ
る
10
年
後
の
埼

玉
県
に
お
い
て
、
高
齢
者
を
支
え
る
中

核
と
な
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
認
識
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

埼
玉
県
作
業
療
法
士
会
　
理
事

大
橋

幸
子
先
生

シンポジスト

シンポジスト

シンポジスト

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ

三
芳
ロ
イ
ヤ

ル
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　

主
任
介
護
支
援
専
門
員

梅
澤

い
つ
み
先
生

総
合
討
論

各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
講
話
の
後
、
大

岡
貴
史
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
明
海
大
学
歯

学
部
機
能
保
存
回
復
学
講
座
摂
食
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
准
教
授
　

大
岡
貴
史
先
生

職
域
・
職
種
の
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら

の
特
徴
を
お
話
頂
い
た
。
そ
の
中
で
、
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図19

図21

図20
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田
尻

恵
美
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先
生
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身
近
な
事
例
な
ど
気
付
い
た
事
が
あ
っ

た
と
思
う
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

質
疑
応
答
と
合
わ
せ
て
、
本
日
の
テ
ー

マ
で
あ
る
10
年
後
の
埼
玉
県
に
つ
い

て
、
フ
ロ
ア
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
た
い
。

蕨
戸
田
歯
科
医
師
会
　
白
根
雅
之
先
生

各
職
種
間
で
具
体
的
な
連
携
の
取
り

組
み
及
び
そ
の
目
標
、
ま
た
そ
れ
に
関

わ
る
ツ
ー
ル
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

埼
玉
県
医
師
会
　
大
前
先
生

ひ
と
つ
の
法
人
な
ら
簡
単
で
は
あ
る

が
、
他
団
体
と
行
お
う
と
す
る
と
保
険

制
度
な
ど
が
絡
ん
で
い
る
た
め
難
し

い
。
現
在
、
当
院
で
は
オ
ー
プ
ン
参
加

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

飲
み
込
み
に
課
題
の
あ
る
患
者
さ
ん
に

関
し
て
は
、
担
当
Ｓ
Ｔ
と
連
携
を
と
っ

て
い
る
。

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
　
藤
野
先
生

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
の
取
り
組
み
と

し
て
、
医
科
歯
科
連
携
推
進
会
議
を
通

し
て
糖
尿
病
連
携
、
が
ん
連
携
、
在
宅

医
療
な
ど
が
あ
り
、
様
々
な
職
種
と
連

携
し
て
い
る
。
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研

究
会
で
は
、
11
月
12
日
に
栄
養
士
会
と

歯
科
衛
生
士
会
の
担
当
に
よ
る
症
例
検

討
会
を
開
催
す
る
。

歯
科
医
師
会
で
は
、
19
の
地
域
拠
点

を
中
心
に
10
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け
、

他
職
種
と
の
在
宅
医
療
の
連
携
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

携
は
地
域
ケ
ア
会
議
等
で
あ
る
。
ま
た

各
歯
科
医
院
か
ら
の
在
宅
診
療
に
お
け

る
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
お
い
て
他
職

種
と
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
更
に
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
。

埼
玉
県
栄
養
士
会
　
平
野
先
生

平
成
26
年
よ
り
厚
労
省
か
ら
の
他
職

種
と
連
携
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
た
取
り
組
み
も

各
市
町
村
、
県
医
師
会
の
郡
市
会
レ
ベ

ル
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
栄

養
士
会
も
栄
養
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て

参
画
し
て
い
る
。
川
越
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
川
越
で
は
、
食
を
テ
ー
マ

に
し
た
事
業
が
行
わ
れ
、
栄
養
士
会
も

参
加
し
た
。
ま
た
、
自
立
支
援
型
の
地

域
ケ
ア
会
議
で
は
薬
剤
師
な
ど
と
現
場

で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
訪
問
栄
養
指
導
は
医
師
・
ケ
ア
マ

ネ
・
看
護
師
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

埼
玉
県
理
学
療
法
士
会
　
南
本
先
生

Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
と
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
職
協
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
協
議
会
は
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
が

参
加
し
て
お
り
、
他
職
種
と
の
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
介
護
連
携
推

進
事
業
は
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
介
護

職
と
の
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

埼
玉
県
作
業
療
法
士
会
　
大
橋
先
生

県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
協

会
三
団
体
協
働
で
の
立
ち
上
げ
で
、
県

か
ら
の
委
託
事
業
を
担
う
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
災
害
が
起
き
た
と
き
に
も
こ

の
団
体
が
活
か
さ
れ
る
と
考
え
て
る
。

そ
し
て
、
更
に
外
側
に
向
か
っ
て
他
職

種
と
の
連
携
が
取
れ
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
る
。
大
宮
医
師
会
が
在
宅
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
情
報
共
有
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
今
後
更
に
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思

う
。

埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
会
　
田
尻
先
生

地
域
ケ
ア
会
議
に
Ｓ
Ｔ
の
参
画
が
必

要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
Ｓ
Ｔ
を

個
々
に
呼
ぶ
の
で
は
な
く
て
、
県
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
協
会
が
相
談

窓
口
と
な
り
チ
ー
ム
で
考
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

個
々
の
例
で
は
、
老
健
な
ど
で
、
胃
ろ

う
の
方
に
口
か
ら
摂
食
さ
せ
た
い
要
望

が
あ
っ
た
時
、
Ｓ
Ｔ
が
訓
練
評
価
し
主

治
医
と
連
絡
し
な
が
ら
可
能
性
を
探

り
、
胃
ろ
う
を
抜
去
す
る
と
い
っ
た
役

割
も
あ
る
。

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
　

梅
澤
先
生

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
ど
こ

の
事
業
所
が
何
を
得
意
と
し
て
い
る
か

な
ど
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。

蕨
戸
田
歯
科
医
師
会
　
白
根
雅
之
先
生

自
分
も
現
場
の
人
間
な
の
で
、
常
に

考
え
て
い
る
こ
と
は
、
中
心
に
い
る
の

は
患
者
さ
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ

の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
多

職
種
の
方
が
連
携
を
取
る
の
か
、
例
え

ば
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
な
ど
は
各
職
種
で
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
か
っ
た

が
、
各
地
域
で
連
携
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生
　

個
々
の
連
携
も
大
切
で
あ
る
が
、
探

す
・
発
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
個
人
で

は
限
界
が
あ
る
と
思
う
が
、
地
域
拠
点

や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
と
情
報
を
得
や
す
く
な
る
。
ま
た
、

自
分
の
職
種
で
は
こ
こ
に
連
絡
す
れ
ば

探
せ
る
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
で
き
、

各
職
種
に
窓
口
が
あ
れ
ば
良
い
と
思

う
。
個
々
と
各
種
団
体
で
は
仕
事
内
容

に
差
が
あ
り
、
そ
こ
に
連
携
が
必
要
に

な
る
。

埼
玉
県
薬
剤
師
会
理
事
　
渡
辺
先
生

薬
剤
師
会
で
は
、
残
薬
の
整
理
、
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
ー
シ
ー
に
取
り
組
ん
で
、

多
職
種
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
？

埼
玉
県
医
師
会
　
大
前
先
生

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
も
あ

る
が
医
師
会
も
こ
の
10
年
で
一
番
変
革

し
て
い
る
と
こ
ろ
と
考
え
る
。
摂
食
嚥

下
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
全
体
の
こ
と

と
し
て
、
皆
が
持
て
る
共
通
財
産
と
し

て
多
職
種
協
働
が
あ
る
。
例
え
ば
嚥
下

食
も
こ
の
絵
に
近
い
も
の
を
食
べ
て
い

埼
玉
県
薬
剤
師
会
　
山
崎
先
生

薬
剤
師
会
と
し
て
の
取
り
組
み
で
は

な
い
が
、
自
分
が
関
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
ネ
ッ
ト
を
使
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
宅
に
は
ノ
ー

ト
等
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
活
用
し
て
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

埼
玉
県
看
護
協
会
　
兼
本
先
生

看
護
協
会
で
は
、
認
定
看
護
師
の
派

遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
介
護
施
設
・

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
専
門
職
の
い
な
い

病
院
な
ど
へ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

や
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
分
が
勤
務
す
る
病
院
の
法

人
は
30
程
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
嚥

下
調
整
食
に
つ
い
て
は
、
形
態
等
が
バ

ラ
バ
ラ
な
の
で
、
学
会
基
準
に
沿
っ
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

埼
玉
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　

三
塩
先
生

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
連
携
の

中
心
と
な
っ
て
い
て
、
ヘ
ル
パ
ー
と
ノ

ー
ト
を
使
用
し
毎
日
コ
メ
ン
ト
を
出

し
、
ケ
ア
マ
ネ
に
も
常
に
状
態
を
報
告

し
て
い
る
。
ま
た
医
師
・
歯
科
医
師
へ

も
報
告
し
指
示
を
仰
い
で
い
る
。
協
会

で
は
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
の
会
合
と
介

護
支
援
専
門
員
と
の
連
携
会
議
に
参
加

し
て
い
る
。
そ
の
研
修
会
で
は
、
吸
引

の
指
導
と
し
て
看
護
師
を
派
遣
し
協
力

し
て
い
る
。

埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
　
恩
田
先
生

歯
科
衛
生
士
会
で
は
他
職
種
と
の
連
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る
と
発
信
で
き
れ
ば
と
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
る
こ
と
が
こ
の
10
年
で
発
展
す

る
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生
　

10
年
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
話
を
し
て
も

理
解
不
能
で
あ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
進

化
を
遂
げ
て
い
る
。
情
報
発
信
に
と
っ

て
い
い
武
器
に
な
る
。
ま
た
、
薬
の
残

薬
に
関
し
て
は
、
お
薬
手
帳
に
よ
り
不

必
要
な
薬
な
ど
も
整
理
で
き
る
。
医

師
・
薬
剤
師
だ
け
の
ク
ロ
ー
ズ
な
情
報

が
、
他
職
種
に
も
共
有
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
多
職
種
間
で
意
見
交
換
が
可
能

に
な
る
。

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
　
藤
野
先
生

薬
剤
の
剤
型
の
お
話
で
は
、
第
24
回

摂
食
嚥
下
研
究
会
で
県
薬
剤
師
会
の
畑

中
先
生
に
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
む
方
法

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
埼
玉

県
立
大
学
前
学
長
の
三
浦
先
生
か
ら
Ｉ

Ｐ
Ｗ
（
専
門
職
連
携
実
践
）
に
つ
い
て

お
話
し
が
あ
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生

Ｉ
Ｐ
Ｗ
と
藤
野
先
生
か
ら
お
は
な
し

が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
（
専
門
職
連
携

教
育
）
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
立
大
学
萱

場
学
長
に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

埼
玉
県
立
大
学
長
　
萱
場
一
則
先
生

埼
玉
県
立
大
学
は
創
立
よ
り
専
門
職

連
携
教
育
を
か
か
げ
て
い
る
。
８
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
７
つ
が
国

家
試
験
と
直
結
し
て
い
る
。
１
年
か
ら

４
年
ま
で
の
間
に
５
科
目
を
履
修
し
な

い
と
卒
業
で
き
な
い
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
と
い
う
観
点
か
ら
、
皆
様
の

多
く
の
施
設
で
学
生
に
見
学
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。
２，

３
年
生
は
学
外
演
習

と
し
て
、
な
ぜ
Ｉ
Ｐ
Ｗ
は
難
し
い
の
か

等
を
学
び
、
４
年
生
の
８
月
か
10
月
に

複
数
の
科
の
学
生
が
集
ま
っ
て
地
域
の

施
設
で
患
者
さ
ん
の
課
題
を
勉
強
す

る
。
ま
た
、
埼
玉
医
科
大
学
・
城
西
大

学
・
日
本
工
業
大
学
と
連
携
し
て
い

る
。
城
西
大
学
は
薬
学
部
だ
け
で
は
な

く
栄
養
士
科
も
あ
り
連
携
し
て
い
る
。

日
本
工
業
大
学
は
生
活
環
境
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
と
言
う
こ
と
で
、
一
般
・
高
齢

者
・
障
害
者
の
生
活
空
間
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
く
。
こ
れ
は
様
々
な
視
点
で
の

動
線
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

多
職
種
を
知
る
、
立
場
の
違
う
人
間

と
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？
と
い
う
こ
と
を
、
４
年
間
を
通

じ
て
学
ん
で
も
ら
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生

卒
前
か
ら
今
の
新
人
が
多
職
種
連
携

を
知
っ
て
い
る
。
現
場
を
知
っ
て
い
る

方
が
卒
業
し
て
く
る
時
代
に
な
っ
た
。

萱
場
学
長
か
ら
卒
前
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
卒
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
職
種
の
一
つ
と
し
て
、
歯
科
衛
生

士
さ
ん
か
ら
お
話
を
頂
き
た
い
。
ど
の

職
種
で
も
卒
後
い
き
な
り
摂
食
嚥
下
に

携
わ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
臨
床
と
並

行
し
て
、
衛
生
士
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
研
修
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
の
か
、
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
大
久

保
会
長
に
お
聞
き
し
た
い
。

埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
会
長
　

大
久
保

喜
恵
子
先
生

本
日
多
職
種
の
先
生
方
の
お
話
を
伺

い
ま
し
て
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
県

内
に
は
４
校
の
衛
生
士
学
校
が
あ
る
。

３
年
あ
る
い
は
４
年
の
教
育
を
受
け
て

卒
業
し
、
県
内
に
勤
務
す
れ
ば
本
会
に

入
会
と
な
る
が
、
入
会
率
は
３
割
程
度

で
あ
る
。
卒
後
研
修
は
、
治
療
補
助
・

口
腔
衛
生
指
導
・
拠
点
訪
問
業
務
等
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
９
月
に
は
熟
練
歯
科

衛
生
士
と
共
に
、
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ

フ
と
い
う
が
ん
患
者
支
援
に
参
加
し
て

研
修
も
行
う
。
ま
た
本
日
の
よ
う
な
研

修
会
に
参
加
し
た
歯
科
衛
生
士
は
各
地

域
の
９
支
部
へ
持
ち
帰
り
伝
達
を
行
っ

て
い
る
。
12
月
３
日
に
は
、
川
越
市
に

出
向
い
て
、
ど
こ
に
ど
ん
な
歯
科
衛
生

士
が
い
る
の
か
、
顔
の
見
え
る
活
動
の

一
環
と
し
て
、
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行

う
。
そ
こ
で
地
域
の
方
と
接
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
各
会
の
会
長
の
方
に
ご

案
内
状
を
差
し
上
げ
る
の
で
、
ど
う
ぞ
、

ご
一
緒
に
お
力
を
与
え
て
い
た
だ
き
た

い
。こ

れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
拠
点
活
動
が

大
切
に
な
る
。
ま
だ
歯
科
衛
生
士
会
は

発
足
50
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
県
歯
科
医
師
会
と
協
働
し

な
が
ら
、
患
者
が
何
を
考
え
、
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
を
歯
科
衛
生
士
と
し
て

確
実
に
掴
ん
で
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生

地
域
ご
と
団
体
ご
と
に
地
域
の
患

者
さ
ん
に
接
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
う
。
幾
つ
か
の
団
体
が
一
緒
に

活
動
す
る
の
も
大
切
で
あ
る
。

埼
玉
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
協
会
会
長
・
理
学
療
法
士
　

岡
持

利
亘
先
生

理
学
療
法
士
と
し
て
介
護
予
防
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
主
体
で
行

っ
て
い
る
の
は
、
約
５
０
０
グ
ル
ー

プ
で
、参
加
者
は
約
１
万
人
で
あ
り
、

そ
こ
で
働
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
約
２

０
０
０
人
で
あ
る
。
継
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
参
考
に

な
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
栄
養
士
・
歯

科
衛
生
士
と
共
に
作
成
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
は
県
の
地
域
包
括
ケ
ア

課
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
あ

る
。
ガ
イ
ド
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
大
岡
先
生

他
の
職
種
が
ど
の
よ
う
な
事
を
や

っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
関
連
情
報
は

ど
こ
に
聞
け
ば
よ
い
か
が
わ
か
っ

た
。
い
ろ
ん
な
職
種
と
の
か
か
わ
り

を
知
ろ
う
。
と
り
あ
え
ず
、
困
っ
た

ら
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
に
問

い
合
わ
せ
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
思

っ
て
ほ
し
い
。
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
。

埼玉県摂食・嚥下研究会会員数 276名・32団体（2017.７.16現在） ホームページ  http : //www.ssek.net/



平成28年度 摂食・嚥下研究会収支決算書

（収入の部）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

寄付金収入

雑収入

事業活動収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

20,000

1,500,000

510,000

0

0

2,030,000

904,178

2,934,178

本年度決算額

19,000

1,418,000

594,000

0

21

2,031,021

904,178

2,935,199

差異

1,000

82,000

△84,000

0

△21

△1,021

0

△1,021

（支出の部）

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

事業活動支出合計

次期繰越収支差額

本年度予算額

2,834,178

（519,600）

（1,650,000）

（664,578）

100,000

2,934,178

本年度決算額

1,562,320

（293,394）

（925,486）

（343,440）

0

1,562,320

1,372,879

差異

1,271,858

（226,206）

（724,514）

（321,138）

100,000

1,371,858

（単位：円）

平成29年10月10日（８）埼玉県摂食・嚥下研究会だより第35号

（単位：円）

項

【事業活動収入】

入会金収入

会費収入

事業収入

雑収入

寄付金収入

事業活動収入合計

【事業活動支出】

事業費

1. 理事会・総会費

作業委員会費

2. 講演会費

3. 広報費

予備費

事業活動支出合計

事業活動収支差額

前期繰越金

次期繰越金

本年度予算額

30,000

1,640,000

840,000

2,000

0

2,512,000

2,412,000

（787,000）

（1,230,000）

（395,000）

100,000

2,512,000

0

1,372,879

1,372,879

前年度予算額

20,000

1,500,000

510,000

0

0

2,030,000

2,834,178

（519,600）

（1,650,000）

（664,578）

100,000

2,934,178

△904,178

904,178

0

差異

10,000

140,000

330,000

2,000

0

482,000

△422,178

（267,400）

（△420,000）

（△269,578）

0

△422,178

904,178

468,701

1,372,879

平成29年度　事業計画

本格的な高齢社会を迎え、高齢者が最期まで元気で、健康な

生活を送れることが切実な課題となっています。「食べる」こ

とに障害を持つ高齢者や障害児（者）が大勢いるにもかかわら

ず、その取組みが遅れています。　埼玉県摂食・嚥下研究会は、

摂食・嚥下障害の諸問題への対応や啓発指導、リハビリテーシ

ョンなど目的を達成するために以下のとおり事業を行います。

1. 講演会・症例検討会の開催

（１）第27回講演会（彩の国すこやかプラザ）

平成29年７月16日（日）13時～16時　

【基調講演】多職種連携　

講師：明海大学歯学部機能保存回復学講座 

摂食嚥下リハビリテーション分野准教授　大岡　貴史氏

【シンポジウム】

「～埼玉県の１０年後を考える～」

【シンポジスト】埼玉県医師会・埼玉県歯科医師会・埼玉県薬

剤師会・埼玉県看護協会・埼玉県訪問看護ステーション協会・

埼玉県歯科衛生士会・埼玉県栄養士会・埼玉県理学療法士会・

埼玉県作業療法士会・埼玉県言語聴覚士会・埼玉県介護支援専

門員協会

【コーディネーター】大岡　貴史氏

（２）第11回症例検討会（彩の国すこやかプラザ）

平成29年11月12日（日）13時～16時　

（演題・講師は選定中）

（３）第２８回講演会（彩の国すこやかプラザ）

平成30年２月18日（日）13時～16時　

（演題・講師は選定中）

２. 摂食・嚥下研究会だより発行、ホームページの作成・更新

埼玉県摂食・嚥下研究だよりを発行（年３回）

ホームページの更新（http://www.ssek.net/）

３. その他

（１）必要に応じて作業委員会、摂食・嚥下だより編集委員

会を開催する。

第５号議案　平成29年度収支予算の承認に関する件

平成29年度 摂食・嚥下研究会収支予算書

情報提供

「2025年に向けた埼玉県の地域在宅歯科医療推進体制

整備事業について」

埼玉県歯科医師会常務理事（地域保健担当)　

深井　穫博　氏

４　その他

（１）監査

日　時　平成28年６月６日（月）

場　所　埼玉県精神神経センター他

（２）作業委員会

日　時　平成28年４月21日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成28年９月　１日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成28年12月22日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成29年３月30日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

5. 摂食・嚥下研究会だより、ホームページの作成・更新

（１）埼玉県摂食・嚥下研究会だよりを発行（年３回：

32号・33号・34号）

（２）ホームページの作成・更新（http://www.ssek.net/）

（３）編集委員会

日　時　平成28年４月21日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成28年９月１日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成28年12月22日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

日　時　平成29年３月30日（木）

場　所　彩の国すこやかプラザ

第３号議案　平成28年度収支決算の承認に関する件

第４号議案　平成29年度事業計画の承認に関する件



第１号議案　役員の選任に関する件

埼玉県摂食・嚥下研究会

第13回 総会報告

第２号議案　平成２８年度事業報告の承認に関する件

平成28年度　事業報告

１. 会員数

正会員　　　２７６名

賛助会員　　３２団体（５９口）

２. 理事会及び総会

平成28年７月10日（日）

彩の国すこやかプラザ　　

３. 講演会及び症例検討会

（１）第24回　講演会

平成28年７月10日（日）13時～16時

彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール　　　

参加者　１５０名

（内、正会員６６名・賛助会員６名・非会員７８名）

講演１　演題「地域で支える摂食嚥下～耳鼻咽喉科医にで

きること、耳鼻咽喉科医だからできること～」

講師　地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

耳鼻咽喉科医長　木村　百合香

講演２　演題　「認知症の人の食支援」

講師　北海道医療大学　看護福祉学部　看護学科

地域保健看護学講座（老年看護学部門）　　

教授　山田　律子 

（２）第25回　講演会

平成28年11月27日（日）13時～16時

彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール

参加者　195名（うち正会員88名・非会員107名）

演　題Ⅰ：こうしてみよう！明日から使える誤嚥性肺炎

予防テクニック

講　師：

①埼玉県理学療法士会

リハビリテーション天草病院

地域リハビリ部　副部長　阿部　高家　氏

②埼玉県作業療法士会

蓮田よつば病院

QOL推進部 部長・地域医療相談室 室長　

稲橋　秀樹　氏

③埼玉県言語聴覚士会

埼玉県総合リハビリテーションセンター

言語聴覚科　担当部長　清水　充子　氏

演　題Ⅱ：訪問歯科診療での摂食・嚥下障害への対応

～多職種連携だからこそ継続できる「食事の楽しみ」～
講　師　：有貴歯科クリニック院長　林田　有貴子　氏

（２）第26回　講演会

平成29年２月19日（日）13時～16時

参加者　107名

（内、正会員52名・賛助会員５名・非会員50名）

演　題1

「埼玉県の「在宅医療提供体制充実支援事業」に関する

取り組み状況・支援」

講　師：埼玉県医師会常任理事(医療保険、在宅医療・介護

担当)　　　廣澤　信作　氏

演　題２

「高齢者と口腔ケア」

講  師：新潟大学 歯学部 口腔生命福祉学科

口腔保健学講座　准教授　八木　稔　氏

（９）平成29年10月10日 埼玉県摂食・嚥下研究会だより 第35号

役　職

会　長

副会長 

副会長 

副会長 

専務理事

理　事
(総務･会計)

理　事
(広報)

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

氏　名

金井　忠男

島田　　篤

鯉渕　　肇

萱場　一則

藤野　悦男

三木　昭代

出浦　惠子

池田里江子

内田　　淳

大岡　貴史

大久保喜惠子

大橋　幸子

大前由紀雄

小川　郁男

北原　俊彦

小宮山和正

清水　充子

膳亀　昭三

高久　　悟

高橋　秀寿

長谷川佳和

平野　孝則

廣澤　信作

深井　穫博

星野　恵子

三塩　　操

水田　宗達

三谷　雅人

安井　利一

湯澤　　俊

岩上　榮吉

丸木　雄一

所　属

埼玉県医師会長 

埼玉県歯科医師会長

埼玉県薬剤師会長

埼玉県立大学長

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会理事
地域保健部長

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県薬剤師会常務理事

埼玉県社会福祉事業団嵐山郷
医療部医幹

明海大学歯学部機能保存回復
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野准教授

埼玉県歯科衛生士会長

埼玉県作業療法士会理事・
事務局長

埼玉県耳鼻咽喉科医会会員

坂戸鶴ケ島医師会長

埼玉県歯科医師会　
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会　
地域保健部副部長

埼玉県言語聴覚士協会長

埼玉県薬剤師会副会長

埼玉県立大学健康開発科教授

埼玉医科大学国際医療センター

運動呼吸器リハビリテーション科教授

埼玉県介護支援専門員協会代表理事

埼玉県栄養士会長

埼玉県医師会常任理事

埼玉県歯科医師会常務理事

埼玉県看護協会常務理事

埼玉県訪問看護ステーション協会長

埼玉県理学療法士会副会長

大宮医師会理事

明海大学学長

埼玉県医師会副会長

埼玉県歯科医師会専務理事

埼玉県医師会常任理事

埼玉県摂食・嚥下研究会役員名簿
（平成29年４月１日〜平成31年３月31日）



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成29年 11月12日（日）13：00～16：00
場所：彩の国すこやかプラザ
　　　２Fセミナーホール＆研修室1・2・3

第11回  症例検討会

〒　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

※定員を超えた場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：120名（先着順）

■参加費：会　　員  / 無　料
　　　　　未入会者 / 2,000円

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） 
※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：11月２日（木）

問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323 ＪＲ京浜東北線

セブン
イレブン

国道17号線

至上尾

た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

■ 事例報告　埼玉県歯科衛生士会　大久保 喜惠子
■ 嚥下食の種類と目的
　コーディネーター　埼玉県栄養士会　平野　孝則
　（１）講 義　「摂食嚥下分類と市販介護食品について」
　　　  講 師　ヘルシーフード　担当者
　（２）調理デモ「ゲル化剤を活用した介護食」
　　　  講 師　ニュートリー　担当者
　（３）展示食品の説明 （担当窓口）
　（４）各業者ブースでの試食・物性等の体験
　（５）グループワーク＆発表


